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年間スローガン：ストップ・ザ・交通事故　〜めざせ 安全で安心な北海道〜

No.169 �   公益社団法人 北海道交通安全推進委員会

平
成
28
年�

飲
酒
運
転
根
絶
の
日
決
起
大
会

７
月
13
日
、
札
幌
市
の
「
共
済
ホ
ー
ル
」
で
、
関
係
機
関
・

団
体
等
か
ら
約
６
０
０
名
が
参
加
し
て
、「
平
成
28
年
飲
酒

運
転
根
絶
の
日
決
起
大
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
７
月
13
日
は
、
平
成
26
年
小
樽
市
で
、
３
人
が
死
亡
、

１
人
が
重
傷
と
い
う
悲
惨
な
飲
酒
運
転
に
よ
る
ひ
き
逃
げ
事

件
が
発
生
し
た
日
で
、
そ
の
日
を
「
北
海
道
飲
酒
運
転
の
根

絶
に
関
す
る
条
例
」
に
お
い
て
、「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」
と

制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
高
橋
は
る
み
道
知
事
、
北
村
博
文

道
警
察
本
部
長
、
堰
八
義
博
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
会
長

か
ら
、
交
通
安
全
活
動
、
と
り
わ
け
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け

て
の
活
動
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
相
次
ぐ
死
亡
事
故
の
原

因
と
な
っ
て
い
る
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
向
け
て
、
よ
り
一
層

の
展
開
を
図
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

引
続
き
来
賓
を
代
表
し
て
、
遠
藤
連
道
議
会
議
長
か
ら
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
愛
媛
大
学
法
文
学
部
准
教
授
小
佐
井
良
太
様
に

「
飲
酒
運
転
死
傷
ゼ
ロ
の
実
現
に
向
け
て
」
と
題
し
た
基
調
講

演
を
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
北
海
道
本
部
主
任

の
末
武
敬
博
様
に
「
飲
酒
運
転
防
止
の
た
め
の
酒
類
企
業
の

取
組
事
例
に
つ
い
て
」
と
題
し
ま
し
て
、
職
場
の
取
組
状
況

を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
株
式
会
社
協
栄
車
輌
取
締
役
総
務
部
長
の
三
浦

利
朗
様
に
「
平
成
28
年
飲
酒
運
転
根
絶
道
民
宣
言
」
を
し
て

い
た
だ
き
、
会
場
の
皆
さ
ま
の
拍
手
を
も
っ
て
採
択
と
な
り
、

決
起
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
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第
15
回
「
バ
イ
ク
に
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

�

ｉ
ｎ
さ
っ
ぽ
ろ
」

７
月
10
日
、
道
庁
赤
レ
ン
ガ
庁
舎
前
で
、

日
本
二
輪
車
普
及
安
全
協
会
が
主
体
と
な

り
、
交
通
安
全
啓
発
パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
道
内
で
も
二
輪
車

利
用
者
に
よ
る
交
通
事
故
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
１
件
で
も
交
通
事
故

を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
に
、
二
輪
車
利
用

者
約
70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
に
先
立
ち
出
発
式
を
行
い
、

パ
レ
ー
ド
隊
長
で
あ
る
モ
ト
ク
ロ
ス
国
際

Ａ
級
武
田
善
道
さ
ん
よ
り
交
通
安
全
宣
言

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
白
バ
イ
隊
員
と
パ
レ
ー
ド
隊

長
を
先
頭
に
札
幌
市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル（
株
）の
協
力
に
よ
る

�

飲
酒
運
転
根
絶
啓
発

７
月
２
日
、
３
日
に
「
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー

ル
道
産
子
感
謝
Ｄ
ａ
ｙ
」
会
場
内
、
７
月

25
日
、
８
月
３
日
、
10
日
に
「
サ
ッ
ポ
ロ

ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
」
に
お
い
て
、
関
係
機
関
・

団
体
等
と
連
携
し
て
、「
北
海
道
飲
酒
運
転

根
絶
に
関
す
る
条
例
」
や
「
ハ
ン
ド
ル
キ

ー
パ
ー
運
動
」
等
の
周
知
を
図
り
、
道
民

の
「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・

許
さ
な
い
」
と
い
う
意
識
の
向
上
を
目
的

と
し
て
、
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

居
眠
り
事
故
防
止
街
頭
啓
発

８
月
４
日
、
輪
厚
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
下

り
線
で
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
し

て
、
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
啓
発
は
、
道
民
一
人
ひ
と
り
が
安

全
運
転
を
実
践
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
同
乗
者
に
居

眠
り
防
止
グ
ッ
ズ
等
を
配
布
す
る
と
と
も

に
、
運
転
中
の
ス
マ
ホ
等
を
利
用
し
な
い

よ
う
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

バ
イ
ク
の
日
街
頭
啓
発

８
月
10
日
、
小
樽
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ

ル
付
近
で
、
小
樽
市
を
は
じ
め
、
関
係
機

関
・
団
体
等
と
連
携
し
て
、
啓
発
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
啓
発
で
は
、
フ
ェ

リ
ー
か
ら
下
船
し
た
ラ
イ
ダ
ー
に
三
角
旗

や
啓
発
資
材
等
を
配
布
し
、
疲
れ
や
眠
気

を
感
じ
た
ら
休
憩
を
取
る
よ
う
安
全
運
転

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
根
絶
キ
ャ
ラ
バ
ン

８
月
30
日
か
ら
、
小
樽
市
を
皮
切
り
に

「
平
成
28
年
度
飲
酒
運
転
根
絶
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
３
ヶ
年
で
道
内

全
て
の
市
町
村
を
巡
回
し
、
道
民
一
人
ひ

と
り
に
「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な

い
、
許
さ
な
い
」
を
広
く
定
着
さ
せ
、
道

民
の
飲
酒
運
転
根
絶
へ
の
意
識
向
上
を
図

毎月 15 日は「道民交通安全の日」
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る
た
め
の
も
の
で
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
車
両
に

よ
る
広
報
活
動
の
ほ
か
、
市
町
村
長
等
へ

住
民
の
飲
酒
運
転
の
根
絶
の
徹
底
周
知
の

要
請
等
を
行
い
ま
し
た
。

８
月
30
日
〜
９
月
１
日　

�
�

後
志
総
合
振
興
局
管
内

９
月
28
日
〜
30
日　

�
�

空
知
総
合
振
興
局
管
内

10
月
４
日
〜
５
日　

�
�

胆
振
総
合
振
興
局
管
内

10
月
12
日　

�

石
狩
振
興
局
管
内

自
転
車
安
全
日
街
頭
啓
発

毎
月
第
１
・
第
３
金
曜
日
の
「
自
転
車

安
全
日
」
に
、
札
幌
市
内
各
地
で
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
啓
発
で
は
、
交
差
点
等
に
お
い
て
警

察
官
や
各
関
係
機
関
・
団
体
の
職
員
等
に

よ
り
歩
道
走
行
や
そ
の
他
違
法
行
為
を
し

て
い
る
自
転
車
利
用
者
に
対
す
る
指
導
警

告
や
自
転
車
リ
フ
レ
ク
タ
ー
の
取
付
及
び

夜
光
反
射
材
の
貼
付
を
実
施
し
、
自
転
車

利
用
者
の
交
通
事
故
の
防
止
や
交
通
ル
ー

ル
の
周
知
と
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

７
月
１
日　

地
下
鉄
月
寒
中
央
駅
付
近

７
月
15
日　

す
す
き
の
交
差
点
付
近

８
月
５
日　

ア
リ
オ
札
幌
駐
輪
場

９
月
２
日　

東
光
ス
ト
ア
真
栄
店
付
近

９
月
16
日　

地
下
鉄
澄
川
駅
駐
輪
場

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

「
２
０
１
６
交
通
安
全
道
民
総
決
起
大
会
」

９
月
20
日
、
札
幌
市
の
「
か
で
る
ホ
ー

ル
」
で
、
関
係
機
関
・
団
体
等
か
ら
約
４

０
０
名
が
参
加
し
て
、「
２
０
１
６
交
通

安
全
道
民
総
決
起
大
会
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。こ

の
大
会
は
、
交
通
事
故
多
発
期
間
に

重
点
事
項
を
定
め
、
全
国
一
斉
に
取
り
組

み
、
交
通
安
全
を
広
く
呼
び
か
け
る
た
め
、

９
月
21
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
行
わ
れ
る

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
の
効
果
を

上
げ
る
た
め
に
実
施
し
た
総
決
起
大
会
で

す
。主

催
者
を
代
表
し
て
、
成
田
祥
介
道
環

境
生
活
部
く
ら
し
安
全
局
長
、
宮
腰
憲
章

道
警
察
本
部
交
通
部
長
か
ら
、
日
頃
か
ら

熱
心
な
関
係
者
の
交
通
安
全
活
動
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
悲
惨
な
交
通
事
故
の
犠

牲
者
を
１
人
で
も
多
く
減
少
さ
せ
る
た
め

に
、
こ
の
大
会
を
契
機
に
、
よ
り
一
層
の

交
通
安
全
運
動
の
展
開
を
図
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
挨
拶
が
あ
り
、
引
続
き
来
賓
を
代

表
し
て
、
安
藤
邦
夫
道
議
会
環
境
生
活
委

員
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

交
通
安
全
ト
ー
ク
で
は
、
お
笑
い
タ
レ

ン
ト
の
「
と
に
か
く
明
る
い
安
村
」
さ
ん

を
迎
え
、
夜
光
反
射
材
が
暗
や
み
で
も
よ

く
見
え
る
こ
と
を
自
身
の
持
ち
ネ
タ
を
交

え
て
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
い
た

ほ
か
、
司
会
者
と
交
通
安
全
に
関
す
る
ト

ー
ク
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
道
警
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
の

後
、
岩
田
地
崎
建
設
会
社
主
任
の
谷
口
拓

也
様
に
「
交
通
安
全
宣
言
」
を
し
て
い
た

だ
き
、
総
決
起
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動  

全
道
統
一
行
動
日
「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
」

９
月
21
日
、
道
庁
赤
レ
ン
ガ
庁
舎
前
庭

に
て
、「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
の
全

道
統
一
行
動
日
「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
」

の
開
会
式
、
札
幌
駅
前
通
歩
道
上
で
「
旗

の
波
運
動
」
を
実
施
し
、
通
行
車
両
や
歩

行
者
に
対
し
て
広
く
交
通
安
全
ル
ー
ル
の

遵
守
や
交
通
安
全
マ
ナ
ー
の
向
上
を
呼
び

か
け
、
交
通
安
全
意
識
の
向
上
と
交
通
事

故
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、
改
め
て
参
加

者
の
交
通
安
全
意
識
を
醸
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

こんばんは　早めのライトで　ごあいさつ
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シニアこそ　ジュニアのお手本　交通安全

皆様からのご支援、ありがとうございました。

６月　一般社団法人全国霊柩自動車協会 ７月　一般社団法人元気舎 ８月　北海道丸和桃太郎親睦会

7月
2000日▶歌志内市
1000日▶浜頓別町
  700日▶�夕張市、喜茂別町、

湧別町、中標津町
  500日▶岩内町
  300日▶�滝川市、登別市、 

網走市

8月
2000日▶真狩村
1500日▶沼田町
1000日▶�赤平市、苫前町、 

遠別町、広尾町
  700日▶�余市町、鹿部町、 

新得町、大樹町、 
陸別町

  500日▶�利尻富士町、雄武町、
芽室町、厚岸町

  300日▶深川市、江別市

9月
3500日▶占冠村
1500日▶増毛町、美幌町
1000日▶新冠町、清里町
  700日▶�倶知安町、七飯町、

南富良野町
  500日▶�長万部町、幌加内町、

初山別村、清水町
  300日▶砂川市、北広島市

◆ ◆ ◆ ◆  交 通 事 故 死 ゼ ロ 運 動 顕 彰  ◆ ◆ ◆ ◆

� （敬称略）

受領月 寄付者名 種　類 区　分 寄付金額
（単位：円）

６月 一般社団法人全国霊柩自動車協会 一　般 募　金 347,000

７月

植村　泰也 特　定 寄　付 2,000

一般社団法人元気舎 特　定 募　金 100,000

鹿追交通少年団 特　定 募　金 65,716

株式会社アペックス 特　定 募　金 8,791

８月

ライダーズミーティングin寿都実行委員会 特　定 募　金 60,000

一般社団法人札幌地区トラック協会南空知支部 特　定 募　金 130,150

北海道丸和桃太郎親睦会 特　定 募　金 50,500

紋別市交通安全運動推進協議会�
株式会社交通学園紋別自動車学校 特　定 募　金 22,640

羽幌自動車学校 特　定 募金（黄色い羽根） 21,952

植村　泰也 特　定 寄　付 2,000
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『
笑
顔
と
や
さ
し
さ
に
ふ
れ
る
共
創
の

村　

留
寿
都
』
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
留
寿

都
村
は
、
北
に
尻
別
岳
、
北
西
に
羊
蹄
山
、

南
東
に
貫
気
別
山
な
ど
、
周
囲
を
山
に
囲

ま
れ
て
い
る
、
人
口
約
１
、
９
０
０
人
の

自
然
豊
か
な
村
で
す
。

留
寿
都
の
地
名
は
ア
イ
ヌ
語
の
「
ル
・

ス
ツ
」（
道
が
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
と
い

う
意
味
）
を
由
来
と
し
、
標
高
が
３
０
０

ｍ
か
ら
５
０
０
ｍ
の
高
原
で
、
夏
は
暑
く

冬
は
寒
い
と
い
う
内
陸
型
の
気
候
で
北
海

道
屈
指
の
豪
雪
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昼
夜
の
寒
暖
差

が
あ
る
留
寿
都
村

で
は
、
春
か
ら
秋

に
か
け
て
、
様
々

の
種
類
の
農
作
物

が
収
穫
で
き
、
５

月
に
は
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
、
初
夏
に
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
道
内
で

も
有
数
の
生
産
量
を
誇
る
ダ
イ
コ
ン
、
ニ

ン
ジ
ン
や
て
ん
菜
な
ど
が
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
て
い
る

ル
ス
ツ
豚
は
全
道
、
全
国
に
出
荷
さ
れ
、

高
い
評
価
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
留
寿
都
村
に
は
、
大
型
リ
ゾ
ー
ト

施
設
の
ル
ス
ツ
リ
ゾ
ー
ト
が
あ
り
、
大
型
遊

園
地
や
１
年
を
通
し
て
自
然
を
生
か
し
た

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体
験
し
に
、
全
国
の

方
々
だ
け
で
な
く
、海
外
か
ら
の
観
光
客
も

数
多
く
訪
れ
て
お
り
、
農
業
と
観
光
業
が

留
寿
都
村
の
基
幹
産
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

村
の
中
心
を
物
流
の
要
と
な
る
国
道
２

３
０
号
が
通
っ
て
お
り
、
大
型
車
両
を
は

じ
め
と
し
て
、
多
く
の
往
来
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
車
両
や
通
行
人
、
最
近
多
い

自
転
車
運
転
者
へ
の
啓
発
活
動
と
し
て
、

毎
月
１
日
を
村
民
交
通
安
全
の
日
と
定
め
、

交
通
安
全
指
導
員
・
交
通
安
全
協
会
役
員

が
村
内
交
差
点
で
交
通
安
全
街
頭
指
導
を

実
施
し
、
通
学
時
の
児
童
・
生
徒
へ
の
交
通

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
定
着
を
図
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
７
月
に
開
催
さ
れ
る
村
内
イ
ベ
ン

ト
の
１
つ
で
あ
る
福
祉
ま
つ
り
で
は
、
高

齢
者
に
向
け

た
啓
発
物
品

の
配
布
を
実

施
し
、
交
通

安
全
の
意
識

向
上
に
一
役

買
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
夏
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中

に
村
内
の
事
業
者
や
留
寿
都
高
校
の
生
徒

が
集
ま
り
、
旗
の
波
作
戦
を
展
開
し
、
運

転
者
・
同
乗
者
へ
の
事
故
防
止
意
識
の
啓

発
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
協
会
の
役
員
が
毎
月

15
日
に
村
内
各
所
で
薄
暮
時
に
パ
ト
ラ
イ

ト
作
戦
を
展
開
し
、
交
通
安
全
へ
の
注
意

喚
起
に
努
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間

に
合
わ
せ
て
、
留
寿
都
村
秋
の
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
交
通
安
全
協
会

と
留
寿
都
高
校
が
一
緒
に
、
留
寿
都
村
の

交
通
安
全
宣
言
塔
が
設
置
さ
れ
て
い
る
紅

丸
公
園
駐
車
場
に
て
、
国
道
２
３
０
号
を

通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
、
留
寿

都
高
校
生
が
生
産
し
た
、
じ
ゃ
が
い
も
や

ニ
ン
ジ
ン
等
の
農
作
物
を
配
布
し
、
交
通

安
全
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
新
年
度
に
は
、
交
通
安
全
指
導

員
か
ら
留
寿
都
小
学
校
の
新
入
学
児
童
へ

蛍
光
反
射
材
や
啓
発
冊
子
な
ど
の
記
念
品

の
贈
呈
が
行
わ
れ
て
お
り
、
駐
在
所
と
の

協
力
の
も
と
、
小
学
校
低
学
年
へ
の
自
転

車
を
使
っ
た
指
導
と
交
通
安
全
講
話
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

併
せ
て
、
村
内
保
育
所
の
こ
ぐ
ま
ク
ラ

ブ
の
活
動
と
し
て
、
保
育
士
が
引
率
し
て

交
差
点
の
渡
り
方
を
学
ぶ
交
通
安
全
教
室

を
開
催
し
、
交
通
安
全
指
導
員
を
配
置
し

て
、
交
通
ル
ー
ル
の
指
導
や
交
通
安
全
に

対
す
る
意
識
の
定
着
を
親
子
一
緒
に
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
18
年
11
月
18
日
よ
り
、
平
成
28
年

８
月
末
日
現
在
ま
で
で
、
３
、
５
９
１
日

間
の
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
継
続
し
て
お
り
、

こ
れ
は
、
全
道
で
９
番
目
、
後
志
管
内
で

５
番
目
に
長
い
記
録
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、３
、５
０
０
日
表
彰
と
し
て
、北

海
道
知
事
よ
り
感
謝
状
、
公
益
社
団
法
人

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
会
長
よ
り

表
彰
状
を
授
与
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
記
録
を
今
後
も
継
続
す
る
べ
く
、

高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
や
行

楽
シ
ー
ズ
ン
の

ド
ラ
イ
バ
ー
へ

の
交
通
安
全
意

識
向
上
を
重
点

目
標
に
掲
げ
、

村
ぐ
る
み
で
更

な
る
交
通
安
全

意
識
の
高
揚
を

図
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

村
を
あ
げ
て
の
交
通
安
全
意
識
の 

�

向
上
を
目
指
し
て

しんごうが　あおでもよくみる　みぎひだり

留
寿
都
村

（
後
志
総
合
振
興
局
）

①
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その酒で　失う信頼　家族の未来

浜
中
町
は
、
北
海
道
の
東
部
に
位
置
し
、

東
は
根
室
市
、
北
は
別
海
町
、
西
は
厚
岸

町
に
接
し
、
東
南
を
太
平
洋
に
面
し
ほ
ぼ

中
央
に
霧
多
布
半
島
が
形
成
さ
れ
、
厚
岸

道
立
自
然
公
園
の
一
角
を
な
し
て
い
ま
す
。

町
の
面
積
は
、
４
２
３
・
44
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
約
67
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及

ぶ
海
岸
線
は
砂
浜
や
奇
岩
絶
壁
を
有
し
、

嶮
暮
帰
島
を
は
じ
め
と
す
る
大
小
の
無
人

島
が
点
在
し
て
い
る
。
南
面
を
形
成
す
る

海
岸
線
の
中
央
に
あ
る
霧
多
布
湿
原
は
火

散
布
沼
や
藻
散
布
沼
と
あ
わ
せ
「
ラ
ム
サ

ー
ル
登
録
湿
地
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
ほ

か
「
霧
多
布
泥
炭
形
成
植
物
群
落
」
と
し

て
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。交

通
は
、
釧
路
市
と
根
室
市
を
結
ぶ
国

道
44
号
が
通
り
、
道
道
及
び
町
道
は
地
域

住
民
の
生
活
と
産
業
道
路
そ
し
て
観
光
道

路
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
鉄
道
は
中
央
を
東
西
に
花

咲
線
が
走
っ
て
お
り
ま
す
。

本
町
は
、
元
禄
14
年
（
１
７
０
１
年
）

に
当
時
の
松
前
藩
が
キ
イ
タ
ッ
プ
場
所
を

開
い
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
、
明
治
２

年
（
１
８
６
９
年
）
に
佐
賀
藩
か
ら
12
戸

の
移
住
者
な
ど
が
集
落
を
形
成
し
た
の
が

定
住
者
の
始
め
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
13

年
（
１
８
８
０
年
）
に
は
榊
町
に
戸
長
役

場
が
設
け
ら
れ
、
明
治
39
年
（
１
９
０
６

年
）
に
霧
多
布
ほ
か
１
町
４
村
が
合
併
し

浜
中
村
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
27
年
（
１
９
５
２
年
）

の
十
勝
沖
地
震
津
波
、
昭
和
35
年
（
１
９

６
０
年
）
の
チ
リ
沖
地
震
津
波
と
二
度
に

わ
た
る
大
津
波
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
が
、
町
民
の
努
力
に
よ
り
驚
異
的
な

復
興
を
成
し
遂
げ
、
昭
和
38
年
（
１
９
６

３
年
）
に
は
町
制
を
施
行
し
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

交
通
安
全
運
動
は
「
悲
惨
な
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
、
遭
わ
な
い
」
を
合
言
葉

に
町
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
年
間

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通

事
故　

〜
め
ざ
せ　

安
全
で
安
心
な
北
海

道
〜
」
と
し
て
、
各
関
係
機
関
、
団
体
、
事

業
所
、
町
内
会
等
と
の
緊
密
な
連
携
に
よ

り
、
４
期
・
期
別
の
交
通
安
全
運
動
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
保
育

所
、
学
校
に
お
い
て
交
通
安
全
教
室
を
定

期
的
に
開
催
し
て
お
り
、
特
に
近
年
は
、

高
齢
者
に
対
す
る
交
通
安
全
運
動
の
啓
蒙

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
交
通
安
全
運
動
の

重
点
項
目
で
あ
る
「
高
齢
者
事
故
防
止
」

「
飲
酒
運
転
根
絶
」「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
」

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
全
席
着
用
」「
自
転
車
安

全
利
用
」「
居
眠
り
運
転
防
止
」「
デ
イ
・

ラ
イ
ト
」
を
掲
げ
、
交
通
安
全
意
識
の
高

揚
を
図
り
「
交
通
事
故
防
止
を
徹
底
し
、

安
全
で
安
心
な
社
会
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
。春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
は
、

新
入
学
児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、

関
係
機
関
と
連
携
し
街
頭
啓
発
や
安
全
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
４
期
・
期

別
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
は
、
国
道

44
号
酪
農
展
望
台
駐
車
場
に
お
い
て
「
旗

の
波
啓
発
」
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後

北
海
道
横
断
自
動
車
道
の
延
伸
に
よ
り
、

交
通
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
の
で
引
き

続
き
安
全
運
転
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
す
。

浜
中
町
内
で
は
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）
９
月
５
日
か

ら
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
10
月
31
日

ま
で
１
８
８
３
日
間
記
録
し
ま
し
た
。
記

録
は
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
町

民
一
丸
と
な
っ
て
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
」

を
目
指
し
「
悲
惨
な
交
通
事
故
を
起
こ
さ

な
い
、
遭
わ
な
い
」
を
合
言
葉
に
交
通
安

全
運
動
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

浜
中
町

（
釧
路
総
合
振
興
局
）

町
民
一
丸
と
な
っ
て

�
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
」を
願
う

②
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スマホ見ず　しっかり前見て　踏むペダル

地域交通安全実践活動ニュース
願いはゼロ！ 
�飲酒運転根絶、誓い新たに
� 檜山地区交通安全推進協議会
道の飲酒運転根絶条例制定後、初の

「飲酒運転根絶の日」である平成28年７
月13日、檜山地区では今金町町民ホール
において『平成28年度「飲酒運転根絶の
日」檜山地区決起大会』を開催しました。
会場には檜山地区の交通安全関係者や住
民など、165人が集まりました。
大会のアトラクションでは、せたな警

察署員から腹話術で、飲酒運転の罰則な
どユーモアを交えてお話いただきました。
また、檜山北高校の吹奏楽局の皆さん

には、素晴らしい演奏を披露していただ
き大いに盛り上がりました。
最後の「飲酒運転根絶道民宣言」では、

事業者代表による力強い宣言に、会場は
一体となり決意を新たにしました。
檜山地区は比較的交通量が少ない地域

や道路が数多く存在します。ですから
「お酒を飲んで運転しても見つからなけ
れば大丈夫」という意識が生まれやすい
環境があるのかも知れません。『見つか
らなくても飲酒運転は悪質な犯罪であ
る』ということが大会を通して家庭へ、
地域へ広がり、飲酒運転根絶へと繋がっ
ていくことを願います。

交通安全推進員の声

易
し
い
こ
と
の
難
し
さ
！

相
変
わ
ら
す
交
通
事
故
の
ニ

ュ
ー
ス
が
新
聞
紙
面
を
に
ぎ
わ

し
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
を
探

る
と
、
飲
酒
・
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

過
ぎ
・
わ
き
見
運
転
・
携
帯
電
話

操
作
に
よ
る
判
断
ミ
ス
…
な
ど
、

あ
げ
て
い
く
と
き
り
が
な
い
く

ら
い
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か

も
、
こ
れ
ら
の
原
因
は
、
ほ
と
ん

ど
が
幼
児
や
小
学
校
低
学
年
児

童
で
も
理
解
で
き
る
易
し
い
こ

と
な
の
で
す
。
交
通
ル
ー
ル
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
万
人
に
理
解

で
き
る
「
易
し
い
事
」
な
の
で
す
。

し
か
し
、「
少
し
急
い
で
い

た
の
で
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ

た
。」、「
周
り
に
気
を
と
ら
れ

て
わ
き
見
を
し
て
い
た
。」、

「
ほ
ん
の
少
し
飲
ん
だ
だ
け
な

の
で
大
丈
夫
だ
ろ
う
。」
と
、
こ

れ
ら
の
易
し
い
ル
ー
ル
を
き
ち

ん
と
守
る
の
は
難
し
い
こ
と
の

よ
う
で
す
。
そ
の
結
果
、
事
故

が
起
き
て
い
ま
す
。

で
は
、
易
し
い
こ
と
を
守
る

こ
と
が
難
し
け
れ
ば
、
交
通
事

故
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
決
し
て
そ
う
で

は
な
い
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ル
ー
ル
を
し
っ
か

り
守
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
強
い

気
持
ち
を
持
つ
、
そ
の
気
持
ち

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
持
続
さ
せ

る
事
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
を
機
能
さ
せ
る
の
に
は
、

研
修
・
啓
発
・
講
習
な
ど
が
必

要
不
可
欠
な
手
段
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

交
通
安
全
に
携
わ
る
す
べ
て

の
者
が
持
っ
て
い
る
気
持
ち
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

渡島地区

湊　 弘二

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
全
席
着
用

近
年
の
交
通
事
故
死
亡
者
数

は
年
々
減
少
し
て
い
る
が
、
そ

の
減
少
し
て
い
る
要
因
の
一
つ

と
し
て
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率

の
向
上
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

昨
年
、
道
内
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
率
は
約 

99
・
0
％
で

し
た
。
昨
年
、
道
内
の
交
通
事

故
死
数
者
は
１
７
７
人
で
「
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
」
37
人
で

約
21
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
れ

ば
、
こ
の
数
字
は
減
少
し
た
と

思
い
ま
す
。
道
路
交
通
法
も
昭

和
46
年
12
月
に
、
高
速
自
動
車

国
道
及
び
自
動
車
専
用
道
路
に

お
け
る
運
転
者
及
び
そ
の
他
の

座
席
の
乗
員
の
座
席
ベ
ル
ト
装

着
が
努
力
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
全
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
日
、
友
人
の
子
供
が
帰
省

し
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
孫
に
好

き
な
お
菓
子
で
も
買
い
与
え
る

の
に
車
で
買
い
物
に
行
く
が
、

警
察
官
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

を
使
用
し
て
い
な
の
で
検
挙
さ

れ
た
と
言
う
。
彼
は
ゴ
ー
ル
ド

免
許
証
で
あ
り
、
交
通
違
反
点

が
１
点
取
ら
れ
た
こ
と
が
無
念

で
あ
る
と
言
う
。

運
転
者
は
、
自
ら
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
す
る
と
と
も
に
同

乗
者
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
確
実

に
着
用
さ
せ
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
交
通
事
故
に
遭
っ
て
か
ら
、

あ
の
時
着
用
さ
せ
て
お
け
ば
よ

か
っ
た
と
悔
や
む
人
が
い
な
い

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

留萌地区

南　 　隆

新しい価値の創造を目指して
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石狩地区..................................... 千歳市 オホーツク地区......................... 小清水町

「根絶の日」空知も一丸
７月13日（水）に道が

制定した「飲酒運転根絶の
日」を初めて迎えて、空知
総合振興局・空知地区交通
安全推進協議会主催、岩見
沢市・岩見沢警察署共催の
決起大会が市民文化センタ
ーで開かれました。

冒頭あいさつに立った同
局の金田幸一局長は「飲酒運転根絶の実現へ、これからも繰り
返し粘り強く取り組むことが必要」と述べ、理解と協力を呼び
かけました。

続いて、北海道交通事故被害者の会の白倉裕美子さんの講
演、岩見沢青年会議所の今村敏彰理事長が「飲酒運転根絶道民
宣言」を行いました。このあと関係者約440人が参加して国道
12号線沿いで「旗の波運動」を行い、交通ルールの遵守を呼
びかけました。

札幌市では、自転車利用機会の多い高校生を対象に、実際の
交通事故をスタントマンが再現するスケアード・ストレイト

（恐怖の直視）方式の自転車交通安全教室を実施しています。
高校生に事故の恐怖を感じてもらい、日頃から自転車を安全

に利用してもらうことを目的としており、今年度は５月から７
月にかけて、市内の高校13校で実施しました。

空知地区��������������������������������������������������������岩見沢市 石狩地区�����������������������������������������������������������札幌市

剣淵町では、春と秋の年２回、通学・通勤時間に合わせ、黄
色い交通安全旗等により、交通安全を呼びかける「人の波作
戦」を例年多くの町民参加により実施しています。

今年も４月６日、剣淵小学校前において春の交通安全人の波
作戦を行い、約180名が旗やたすきを使って交通安全の呼びか
けをしました。

十勝地区交通安全推進協議会では「飲酒運転根絶の日」の行事と
して、７月13日（水）に「飲酒運転根絶の日決起大会」を開催しました。

帯広市内のとかちプラザで、管内警察署、市町村、関係機関・団
体など約160名が参加しました。決起大会の中で、十勝総合振興局
の梶田敏博局長が「ぶたどんまん」に飲酒運転根絶の特命任務発令
を行いました。

決起大会終了後は、帯広市内飲食店や住民向けに街頭啓発を実施
しました。

十勝地区�����������������������������������������������������������帯広市上川地区�����������������������������������������������������������剣淵町


